
レジャー・レクリエーション研究第56号:51-61， 2006 
Journal of Leisure and Recreation Studies NO.56 

〈第35回学会大会基調講演〉

レジャー・レクリエーション見聞記

平野次郎*

My leisure and recreation experiences in European and American countries 

Jiro HIRANO* 

牢学習院女子大学特別専任教授，元NHK解説委員 Professor Gαkushuin Women's College 

51 



レジャー・レクリエーション研究56，2006 

先ほど油井会長のお話で，今回の学会の目玉

の一つが地域研究であるということをうかがい

ました.

地域研究をなさっておいでになる，あるいは

なさった方には，おそらく外を出て向こう側に

見える建物がどういう建物であったかについて

は，もうお調べのことだと}~"います.あれはか

つて中島飛行機という会社の三鷹研究所の設計

本部があった建物でございまして，建物の工事

が始まったのが，昭和16年の12月 8日だったと

いう記録がございます.つまり日本がアメリカ

に対して宣戦を布告したその日に，何といいま

すか，工事が始まったということですそして，

そこで引かれた設計図を元に，陸軍のための飛

行機，あるいは，海軍のための航空機がたくさ

ん作られましたが，その結果は，はかないこと

になってしまい，その後，いろいろいきさつが

あって，国際基督教大学の私どもが通っている

ころは，教室棟でございました.そんなことが，

地域研究の中からでてきたかなあという感じが

若干致します.

たまたま，その海軍の話に事が及んだもので

すから，昭和17年の海軍記念日に，海軍がこう

いう標語を世間に発表致しました. ["月月火水

木金金」です.歌にもなりました.つまりその

ころの日本人にとって，土曜休む，日曜休むな

んていうことは，もってのほかでございまして，

日曜日は月曜日のごとく働け.土曜日は金曜日

のごとく働けと.つまり働くことだけが，日本

人に求められた美徳だったのです.つまりそこ

には，レジャーのレの字もありませんでしたし，

レクリエーションのレの字もなかった.そうい

う時代に，実は私は生まれているわけなのです.

その後，戦争が終わりまして，日本が平和に

なりましたその日本が平和になって 4年たっ

た1949年，昭和24年に，ワタナベ製菓というお

菓子とチューインガムの会杜が， ["天高く僕肥

ゆるJというキャッチコピーを作って発表しま

したつまり戦争が終わって 4年ぐらいたちま

すと，やっと人々もゆとりを持ち始めた.ある

いは少し体重を増やすことができるほど，食生

活が改善しました.それは，おそらくひょっと

したら，第二次世界大戦が終わった後のレジャー
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とレクリエーションに関する思想の始まりであっ

たのではないかと思うのです.そのころ私は，

学校の授業が終わりますと，貸し自転車屋さん

に行って自転車を借りて乗り回したり，あるい

は輪回しというのをしたり，あるいは草野球を

したりして，遊びを満喫しておりました.それ

が，私にとっての，レジャー・レクリエーショ

ンの最初のスタイルでございました

そのころ，それでは，大人になった日本人が，

どのようなレジャーあるいはレクリエーション

を楽しんでいたかというと，これはあのサザエ

さんという漫画をお読みになれば分かります.

大人の人たちはハイキングとかサイクリングと

か，あるいは釣りとか，碁，将棋，麻雀，こういっ

たものを楽しみ，それが彼らにとってのレジャー

でありレクリエーションであったのです.これ

は誰にでも共通する記憶だろうと思います.

そのころ，こういうキャッチコピーが，やは

り日本のマスメディアに登場したんです.["我々

の生活はこれでよいのだろうかJ. これは，あ

る家庭電化製品を作っているメーカーが発表し

たキャッチコピーだったのですが，我々の生活

はこれでいいんだろうか.働いてばかりいて，

これでいいんだろうか.人間というのは，もっ

と楽しみを求めなくていいのだろうかという，

こういう疑問が出されたのが1951年だったので

す.

そのころ私はもう中学生になっておりました

が，何をやっていたか今から思い起こしますと，

やはりハイキングであったり，サイクリングで

あったり，あるいは街を歩きまわることであっ

たりする事でした.そして私の場合は，クラリ

ネットを吹くことが好きでしたから，クラリネッ

トを吹くこと.そういうものが，私にとっての

レクリエーションであり，またレジャーであっ

たような気が致します

そうこうしているうちに，私も大学に入った

のですが，大学2年生の時のコマーシャルのキャッ

チコピーに 2つ有名なのがございます. ["人間

らしくやりたい」というのと， ["トリスを飲ん

でハワイへ行こう」という，両方ともトリスウ

イスキーが出したキャッチコピーで，書いたの

は，これはおそらく開高健さんではなかったか



と思います.

「人間らしくやりたい」やっぱりこういう欲

求が，衣食が足りてくる中で，日本人の心の中

に芽生えて来たんです.ですから，こういうキャッ

チコピーが人々の心を打ったのだろうと思いま

すそれから「トリスを飲んでハワイへ行こう」

というのは，日本人が第二次世界大戦後初めて

外国に行くということを考えた.現実のことと

して考えた.それが1961年だったのです.

そのころ私はこの大学におりまして，当時も

今もそうだと思いますけれども，この大学とい

うのは，日本の中のアメリカなんです.日本の

中にアメリカがあった.こんな素晴らしい環境

があった.こんな素晴らしい生活があった こ

んな自由な雰囲気があったということで，日本

人の豊かな生活を若干先取りするような形で，

この大学で 4年間の学生生活を送りました.

今日ここへ改めてやって参りまして，一番強

く感じたのは，やはり自然が素晴らしいという

ことです.レジャー・レクリエーション的に申

し上げれば，森林浴というものの素晴らしさを，

私は今から40数年前にここで味わったのではな

いだろうかと思うんです.今はどうか分かりま

せんが，私どものころは， 4年でこの大学を卒

業するのはもったいないという雰囲気がずいぶ

ん強く残っておりまして， 5年いる 6年いる 7

年いる，あるいは 8年まで，何ていうのがずい

ぶんいたんです.これはある意味では，この素

晴らしい自然環境の中から放り出されて，またう

ゴミゴミした部会の中に戻って行くのが嫌だと

いう，そういう気持ちだったのだと思います.

やはり人間というのは，素晴らしいもの，いい

ものに触れると，そこに長い間自分の身を浸し

ていたいという，そういう心理が働く.それが

そのころの私どもではなかったかというように

思います.

私は実は1963年の 3月にこの大学を卒業して

はいるんですが，卒業式には出ていないんです.

といいますのは，その前に，奨学金をもらって

アメリカへ行きました.ある企業が，奨学金を

出してくれることになりまして，それでアメリ

カのコーネル大学というところへ行きました.

そこで私はレジャー・レクリエーション的に申
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し上げますと，次のショックを受けるわけです.

いろんな意味でのショックなのですが，ご存

知のように，アメリカの大学，とりわけ大学院

の生活は，下宿と教室と食堂と図書館の 4ヵ所

しか大体足を運ばないんです.本をともかく読

まなければいけない.そうするとどうしても疲

れてくるわけです.その疲れを，精神の疲れを

どうやってほぐすかということで，いろいろ考

えた結果，私は男子学生だけのために設けられ

ている屋内プールに泳ぎに行くことにしたんで

す.友達に誘われたのが動機だったんですが，

その屋内プールにはプールの他にサウナがあり

まして，プールで泳いだ後，サウナの部屋に入っ

て，それで汗を全部流して，そして下宿に帰る.

そういう生活を冬の間もずっとやっておりまし

たただ問題は，今はどうか分かりませんが，

アメリカの大学に留学をなさった方ならばお分

かりだと思うのですが，そのころの男子の学生

たちのプールというのは，身にものをまとって

泳いではいけないと，こういう決まりがあった

のです.海水パンツは，あれは，ばい菌の巣で

あるということを，誰かが言ったんでしょう.

ですから泳ぐ時には，それこそ生まれたままの

姿で泳がなければいけない.男の子ばっかりだ

からよかったんですが，それでも飛び込みをやっ

たり，背泳ぎをしたりしているのを見ますと，

何となく変な気持ちになりました.そのうち私

はまた，つてを頼って女子学生だけのプールに

泳ぎに行くことになりました.これは女子学生

からの招待があれば泳ぎに行っていいわけです.

しかしながら，それは水着を持参で行かなけれ

ばいけない.そういう生活を自分のレジャーな

らびにレクリエーションとして実行しておりま

した.そうしてもう一つ行っていたのが，冬の

間ですが，スケートリンクに行って滑ることで

した これらが学生時代の私の 3つの楽しみで

ございました.

実はその最初のアメリカ滞在の時に，びっく

りしたことがございます夏休みにオハイオ州

のデイトンというところにあります工場でアル

ノイイトをしていたのです.ある時，同じセクショ

ンにいるアップさんという iUP P Jという面

白いスペルの人が私に，おまえ 5時になったら
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俺に付き合えというんです.何かと思いました

ら，アップさんがセスナ機を 1機持っていたん

です.デイトンというところはライトパターソ

ンの博物館があるところで，ライト兄弟がでた

ところなんです.アップさんは格納庫から自分

のセスナ機を出してきたのですが，そのセスナ

機には紳創膏が貼つであるんです.いろんなと

ころに穴が聞いているんだそうですが，それく

らいオンボロなセスナ機なんです.それに乗れ

と言うんです.乗りましたら，彼が操縦して空

に舞い上がると，街の上空をずっと旋回してく

れました.おまえの下宿はあそこかとか，工場

はここだとか，あれが社長の家だとか，いろん

なことを説明してくれて，まあ30分くらいの飛

行を楽しみました.私はそれが飛行機に乗った

2回目でございます 1回目というのは，日本

からアメリカに行った時です. 2回目がそのセ

スナ機で，セスナ機に乗ったのは，はじめてで

した.この時，アメリカ人というのはすごいこ

とをやるなぁと思いました.一介の社員がセス

ナ機を自家用に持って，それを適宜に楽しむな

んて，これはすごい国だなあと思いました ア

メリカがすごい国だなあと思ったのは，実はも

う一回ございました.それはNHKに入って特派

員としてワシントンに勤務をした時のことでご

ざいますが，その話はもう少し後でさせていた

だきたいと思います.

その後私は日本に帰って一時期東京オリンピッ

クの組織委員会で働いた後， NHK!こ入りました.

NHKという企業は，組織は，きわめて日本的な

組織であると同時に，きわめて人使いの荒い組

織でもありました.ニュースというのは，いつ

どこで何が起こるか分からない.したがって常

に待機なんです常に待機ということは，上司

あるいは組織からお呼びが掛かったらすぐ駆け

つけられる所にいなければいけないんです.良

しとされたレジャーあるいは良しとされたレク

リエーションがありました.それは何かという

と，麻雀ですとか，花札ですとか，囲碁，将棋.

なぜそういうそのものが良しとされたかといい

ますと，麻雀ならば 4人，花札，囲碁，将棋な

らば 2人でやらなければいけないわけですから，

2人固めてお呼びをかける，捕まえることがで
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きる.そういう構造上の理由があったんです.

ですからそれ以外のレジャー，レクリエーショ

ンというのは，御法度でございまして，中でも

ゴルフとマイカーとボーリングは，三悪という

ふうに私どもは教えられました.逆に言います

と，それは1960年代の半ばから70年代ころにか

けてなんですが，日本人もかなり裕福になりは

じめて，ゴルフ，あるいはボーリング，マイカー

といったものが普及し始めたころだったんです

が，そういうものに興味を持つことは正義の味

方であるべくジャーナリストはしてはいけない，

というふうに言われました.その代わりなので

しょう，会社が，組織が用意するレクリエーショ

ンというのが年に 2回ございました.

これを，私どもは，半舷と呼んだり全舷と呼

んだりしたんです.半舷というのは，勤務をし

ている人間の半数がレクリエーションに行く

残りの半分が留守を守る.全舷は，くじ運の悪

い一人か二人が残って，あと全員がレクリエー

ションに出掛けるのです.そのレクリエーショ

ンの典型的なスタイルというのは，大体まず温

泉宿に行き，大宴会をやりまして，その後また

例によって麻雀・花札・碁・囲碁・将棋に分か

れるか，あるいは，せいぜい釣りグループとい

うのを作って釣りに行くといった程度でしたの

で，実は結果としてレクリエーションにはなら

なかったんです.私はこのICUにいた時に三隅

先生にレクリエーションがレックエーションに

ならないように，レック (wreck)はぶちこわす

という意味なんですが，レックエーションにな

らないようにというふうに，ずいぶん教えられ

たんですが， NHKが組織として用意したレクリ

エーションはまさにレックエーションでござい

ました.大体が二日酔いになったり，何かして

帰ってくるような，でもそれでも楽しみでござ

いましfこ.

そのころ，日本の社会というのは，ひた走り

に高度経済成長路線を走っていたわけなんです.

そのころのコマーシャルメッセージを一つご紹

介したいと思うのですが， Iモーレツからビュー

ティフルへJ.その前に「オーモーレツ」があ

りました小川口ーザさんがでてきたマルゼン

石油のコマーシャル.その後， Iモーレツから



ビューティフルへ」キャッチコピーを採用した

のがフジゼロックス，小林陽太郎さんの会社で

す.このフジゼロックスというのは，ゼロック

スというアメリカの企業が日本のフジフィルム

と一緒になって作った合弁会社でありまして，

その経営理念の中にやはりアメリカ的な価値観

を持ち込んだ事から， iモーレツからビューティ

フル」とビューティフルという言葉を表に出し

たわけです.

その後，私は， 4年ほど政治記者をやって，

それからワシントンに特派員として勤務をしま

した.政治記者の時のレクリエーションという

のは，これはあってなきがごとしでして，政治

記者というのは，政治家から情報を取らなけれ

ばいけない.ですから政治家がレクリエーショ

ンとしていることを自分のレクリエーションと

するという，あまりよろしくない発想の元に行

動するんです.そうしますと爺様の政治家たち

は盆栽が趣味だったりするもんですから，若い

記者が盆栽をやってみたりするのです.ある政

治家が昔識をやりますと，蓄積を自分もやって

みたりという具合です.それはあまりレクリエー

ションというようなものではなかったんですが，

4年で切り上げさせていただきまして，ワシン

トンに特派員として赴任を致しました.

その時のショックが実は二つあったんです.

一つは，先ほどちょっと申し上げたアメリカと

いうのはすごい国ということを思わされたショッ

クなんですが，それは週末にみんなが芝刈りを

するということです.私も到底日本に帰ったら，

こういう生活はできないだろうと思いました.

敷地が300坪くらいで，そこに地下 l階地上 2

階の，赤レンガ作りの家を本当に安い家賃で借

りたんです.契約書に条件がありまして，庭の

芝はきちっと刈ることというのがあります.で

すから毎週土曜日になりますと，芝刈りをやら

なければいけなかったんです.これは大変な重

労働で，身体をほぐすという意味では，レクリ

エーションにはなったんでしょうけれども，レ

ジャーとは程遠い作業でございました.アメリ

カ中の一戸建ての家に住んでいる人たちが，そ

れをやっているわけですから，それをやりなが

ら日本と戦って，勝ったという事はやはりすご
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いというか，あるいはそれをやるだけの体力を

持った国と，なぜ日本は戦ってしまったんだろ

うなんていう，そんなこともそのころ考えまし

た

もう一つ，私がそこで開眼したことは， DIY 

Do i t yourselfの考え方なんです.アメリカ

人は，たぶん自分たち，あるいは自分たちの先

祖が開拓者としてアメリカにやってきたからな

のでしょうが，自分で自分のことを始末をつけ

るということが大好きなんです Do it your-

selfのための，お屈がいっぱいありまして，そ

こでいろんな物を買ってきては，いろんな物を

作る.ある人は，自分の家を 1件建てたんです.

これは壮観です.アメリカの家というのはご存

じのようにツーパイフォーの規格住宅ですから，

まあ部品を買ってきてそれを手順どおり組み立

てていけばいいんですが，基礎作りから始めて，

そこに柱を，あるいは，枠組み壁工法なんです

が，枠と柱を建てて，そこに壁を入れ込んで，

屋根をふくところまで全部，自分とその仲間で

家を建てた男というのがおりました.私はそう

いうことに興味があったもんですから，しょっ

ちゅう見に行きましたら，完成の時のパーティー

に呼んでくれまして，本当にアメリカ人という

のはすごいなあ，と思いました.私もその後帰っ

てきて，自分で小さな家を建てることになった

時に，それをやりたいと言ったら，日本は建築

基準法その他があって，素人は建てちゃいけな

いんだと言われまして，がっかり引き下がった

ことがございます.それが一つ，私がワシント

ンの取材時代に，受けた大きなショックでござ

います

もう一つは，私のパックヤードネーパーとい

いますか，裏庭がつながっている家のご主人の

趣味だったんです.彼は，もともとは建築家で

タイルの設計をしております.タイルの設計と

いうのは，アメリカでは大変重要な仕事なんで

す.なぜかと言いますと，アメリカ人はお風目

に入るよりもシャワーを浴びる頻度が高いわけ

です.そうするとシャワ一室の床はタイルになっ

ていまして，それがその石鹸の泡か何かで滑っ

たりして，よく骨を折ったり怪我をしたりする

んです.ですから滑らないタイルをいかにして
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開発するかというのが，アメリカのタイル業界

にとっては大変な命題だったんです彼は実用

新案ですか，特許を取りまして，それである程

度左うちわな生活を送っていたんです.その彼

の趣味というのが，自動車のリメイクだったん

です.時々どっかへ行って壊れた，まあ大体が

ポルシェとかジャガーとかアメリカ人にとって

も外車なんですが，オンボロになった車を買っ

てくるんです.それを解体してしまうんです.

解体して悪い部品は全部取り替えて，もうー固

また全部組立直しまして，最後は塗装までして，

それで新車にして売り払うんです.そうします

と，買った時の費用と，リメイクの工事に掛っ

た費用，全部を足しでも，なお，おつりがくる

くらいの高い値段で売れるんです.彼にとって

はそれが大変な趣味であり，実益であったわけ

です.私はこういう趣味というのもあるんだな

あと d思いました.

これも私はやりたいと思いまして，日本に戻っ

た後， NHKからどういう研修を受けたいですか

と言われたものですから，私は自動車の修理と

いう項目を書いて出したらダメですと言われま

した.NHK~こは車両部というのがありまして，

車両部には車の運転をする人たちがいるんです

が，車両部の人しか受ける資格はありませんと.

しかし，アメリカ人はそういう人たちがいっ

ぱいいるんです.第一期のブッシュ政権で国務

長官をやっていたコーリン・パウエルさん.こ

の人がまさにその趣味の持ち主.あの人は，古

い車を買ってきて解体して全部直してチューン

ナップして新車同様にして売るという.そうい

う趣味を持っています.それから東京のアメリ

カ大使館で広報官として働いて，そのうちレー

ガン政権の時にカールッチ国防長官の報道官に

なったダン・ハワードという男がいるんです.

この人は日本でそれをやっていました.彼の家，

アメリカ大使館員のコンパウンドの中にあるん

ですが，そこへ行くと彼が休みの日には，ょう

するにナッパ服を着てそれをやっている そう

いう趣味を持てるのは大変うらやましいなあと

いうことを私は感じました.

そのころ私は， 1977年に日本へ戻ってきたん

ですが，日本の高度経済成長っていうのは更に
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進んでおりまして，キャッチフレーズで申し上

げますと，もっと素晴らしいっていうんですか，

もっと大掛かりなものが出現しておりました.

例えば一つは， Iトースト娘ができ上がる」と

いうキャッチフレーズです.ご言己憶でしょうか.

これ全日空なんです.全日空が若い女性たちを

ターゲットにしまして，グアムとかサイパンと

か，あるいはタイのプーケット島とか，もうハ

ワイなんかもっと超えるようなゴージャスな旅

を売り出しました.そのキャッチフレーズとし

て，キャッチコピーとして「トーストす良ができ

上がるJ.モデルになったのは前田美波里さん

でしたが，そういう時代がありました.つまり

日本の若い人たち，とりわけ若い女性たちが自

由になるお金を持つようになった.そして自由

になる時間も持つようになった.そして自由な

精神も持つようになった.まあ，この辺りで，

本格的なレジャ一時代が到来したんではないか

なあというふうに私は見ているんです.ちょっ

と私，今日調べてこなかったんですが，レジャー

白書というような公文書がでたのも，おそらく

はこの頃だったのではないかというふうに思っ

ています.

その後，私はしばらく東京で勤務をして，ジュ

ネーブへ行ったんです.そのころの，日本のコ

マーシャルのキャッチコピーで流行ったのは，

「亭主元気で留守がいい」なんです.これは，

どういうことかというと，やっぱり日本のサラ

リーマンは一生懸命働くのがいいんだと そん

なレジャーだのレクリエーションだの軟弱なこ

とを言っている人聞はダメなんだ，という意味

が若干込められていたような気がするんです.

ともかく亭主というのは，元気で留守であって，

給料だけ運んできてくれればいいんだと.まあ，

こういう先ほど私が申し上げた「トースト娘が

でき上がる」とか，レジャーとかレクリエーショ

ンとかという，それとは，また，逆行するよう

な世の中になったと言いますか，日本人は真面

目なもんですから，なかなかレジャー，レクリ

エーションの方に全力を投入するまでに踏み切

れなかったという，そういう精神構造がこの辺

にでているような気がするんです.

私自身にとっても，全くそのとおりでござい



まして， I亭主元気で留守がいい」というんで，

ジュネーブへ単身赴任させられまして，しばら

くは悲哀を味わったんですが，そのうち家族が

合流しまして，楽しみました.これが私がヨー

ロッパに住んだ初めてでございます.住んだ場

所が山国，スイスのジュネーブですから，ちょっ

と特殊かもしれませんが，それでも私は時差を

利用しまして，さんざんレジャーとレクリエー

ションに精を出しました.時差といいますと冬

の時間になりますと，あそこは 8時間東京と時

差がありますから，正午は東京の午後 8時なん

です. 7時のニュースが終わりますとご存じの

ように，今は10時のニュースがありますが，あ

のころは，翌朝の 7時までニュース無かったん

です.ですから夜の 7時のニュースに入るよう

なニュースは入れてしまうけど，それが終わっ

たら翌朝までといいますか，半日解放されるわ

けです.ですから私は，昼まで仕事をしまして，

それからあらかじめ車に積んでおいたスキーを

そのまま持って，山に行って半日券というのを

買って滑りまくりました.これも取材の内だと

いうふうにうそぶいていたんですが，そのころ

の私どもの仲間は，昼はスキー，夜はウイスキー

という生活をしておりまして，それが健康にも

精神にも，肉体にも精神にももっとも良いんだ

というふうにうそぶいておりました.それがジュ

ネーブ時代の最大のレクリエーションでありま

したし，私にとってはレジャーでもありました.

ここで一つ分かることは，やっぱりヨーロッパ

の人たちは，アメリカの人たちとはちょっと違っ

たレジャーの持ち方，あるいはレクリエーショ

ンの持ち方をしているなあということなんです

私が行ったスイスは東隣がドイツですからド

イツから人がたくさん来てまして，ドイツ人は，

団体行動をするのが大好きです.スイスの山の

中に温泉地があり，ロッカバンドという温泉地

の街があり，そこへ行きますと昼はスキー，夜

は温泉なんです.その温泉も，いわゆるリハビ

リ系の温泉です.日本人のように，温泉にゆっ

くり浸かつて「いい湯だな」など言っているん

じゃなくて，温泉の中で体操をする.それも集

団で体操をするという，そういうことをドイツ

の人たちは好んでやっておりました.これはや
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はりドイツ人は組織力が優れているし，組織と

して行動するのが好きなんだなあということを

思わされました.

それからもうーっそこで思ったのは，ヨーロッ

パの人たちにとってレジャー，あるいはレクリ

エーションというのは，体力増強のためのもの

なんだな，そういう目的がやっぱりあるんだろ

うなというふうに思ったんです.アメリカの人

たちのレジャーというのは，あるいはレクリエー

ションというのは，体力増強というその目的が

あまり表面には見えてこないんです.とにかく

自分の楽しみということが表面にでてくるんで

すが，ヨーロッパの場合は何かをすることによっ

て目的としていたものを手にするという考え方

が基本にあるんだろうなというふうに思いまし

た.これがまあ，アメリカ人の考え方とヨーロッ

パ人の考え方とかなり違うかなと思いました.

そこに私は 3年ほどおりまして，そして帰っ

てきたんですが，その時に日本で日にした，ま

たコマーシャルですが「食う寝る遊ぶ」という

のがございました.これは1988年に日産セフィー

ロが出した車のコマーシャルです. I食う寝る

遊ぶJ，つまりそのころの日本人にとっての楽

しみは何かというと，食べることと，寝ること

と，それから遊ぶということだったんです.で，

この中で寝るというのがやっぱり一つ見落とし

てはいけないことだと思うんです.なぜ寝るか.

それは疲れはてたからなんです.やはり日本人

は一生懸命働いて疲れ果てて，やっぱり眠るこ

と，寝ることが大変なレクリエーションであっ

たということだろうというふうに思いました.

実はそのころから私は，テレビの画面にでる

ような仕事を始めたもんですから，人目を避け

なければいけない，そういう境遇になりました.

ある時なんか，知らない人から手紙が来まして，

あなたがレストランで奥さんや子供さんたちと

食べているのを見ましたというのです.それか

ら夫婦ゲンカをしているのを聞きましたとか余

計なことをおっしゃる方がいっぱいいるもんで

すから，ひたすら私は，人目を避ける生活をし

ておりました.そのころ私が，主に，レジャー，

あるいはレクリエーションとして何をしたかと

いうと，人里離れた山の中に隠れて，ひたすら
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自分で調理をして家族に食べさせるという，そ

ういう生活をしておりました.そのころから私

は，料理が自分のレジャーになりましたし，自

分のレクリエーションにもなりました.

その後，私はロンドンにまた行くんですが，

ロンドンに行く直前に日本で流行ったキャッチ

コピーが， 124時間戦えますか」というものだっ

たんです.これは三共製薬のコマーシャルでご

ざいまして，ちょうどこれバブルが弾ける直前

なんです.ここへ来てもまだやっぱり日本人は

働き中毒だったんです.124時間戦えますかJ.

そんなことやっているもんだから，バブルが弾

けてしまったんです

パブ、ルが弾けたころに私はロンドンに行きま

して，ロンドンで足かけ 2年生活を致しました.

あそこは都会で，そして椅麗な街でございます

から，そして今のようにテロ事件なんかの心配

がなかったものですから，ずいぶん文化的な生

活を楽しみました.そこでの楽しみ方は，人間

としてある役割を演じるという，そういう楽し

み方なんです.ミュージカルといいますと，皆

さんニューヨークのブロードウェイだとおっしゃ

るかもしれませんが，もともとのミュージカル

というのは，ロンドンが発祥の地なんです.ロ

ンドンのミュージカルはどちらかというと，ス

トーリーが中心，ニューヨークのミュージカル

はどちらかというと，踊りが中心のものなんで

す.いずれにしても，ロンドンのミュージカル

が栄えている理由というのは，人聞がある役を

人生の中で演ずる.そういうことをイギリスの

人たちが好んでいるからだというふうに私は思

うんです.それは日常の生活にも表われていま

して，ロンドンでの最大の楽しみというのは，

やっぱり自分がこの社会でどういう役割を演じ

るかということなのです.それを上手く演じる

ことができるかできないか，それを私はロンド

ンで楽しみました.

具体的に申し上げますと， 9時から 5時まで

は事務所で働くんですが，それが終わりますと

ね，ひげを剃って，それからロッカーから新し

いパリッと糊の利いたシャツを出して，ある時

は，ブラックタイに着替えて，それで音楽やオ

ペラを聴きに行くとか，あるいは観劇やパーティー

58 

に行くとか，そういう生活をやるんです.これ

も私にとっては短い期間でしたが，大変楽しい

記憶として残っております.

1990年というのは私がまだまだロンドンにい

たころなんですが，そのころ日本で流行ったコ

マーシャルに， 1日本を休もう」というのがあっ

たはずです.これは JRが観光客を増やすため

に作ったコマーシャルなんです.それは，ディ

スカパージャパンになったり，あるいは今のア

ンビシャスジャパンになったりしているんです

が，何とか日本人にもう少しゆとりを持って旅

行していただきたい，観光を楽しんでいただき

たい，そういう考え方から作られたキャッチコ

ピーだと思うんです.これには日本の国民の高

齢化がかなり顕著に進んできたということが背

景としてあったと思うんです.つまり，働き蜂

たちが，羽を休めて，そして別の世界に入って

行く.高齢化の入り口が，ちょうどこの辺と一

致したんだろうというふうに思うんです.それ

を企業は先取りしてこういうキャッチフレーズ

を作ったんだろうと思うんです.

その後私は，ロンドンから戻ってきて解説員

という仕事をしました.解説員というのは基本

的には個人商屈なんです.それぞれが専門の領

域を持っていて百聞きしている.そして，自分

のお匝で，そこを窓口にして仕事をするんです

が，それぞれのお屈によって，営業時間も違え

ば，営業内容も違うわけですから，かつてのよ

うに全員結束して休みを取って温泉へ行くとか，

ゴ、ルフへ行くとか，釣りに行くとか，そういう

ようなことがもう事実上不可能になりました

自分で自分の楽しみを見出さなければいけない

ということになりまして，私もそれなりに自分

で自分の楽しみを作り出して，自分の余暇を過

ごすようになったんです.その時に自分が何を

やったか，あるいは今何をやっているかという

ことを，つらつら考えてみますと，それぞれの

自分の人生のステージで子に入れた楽しみ，あ

るいはその辺りでちょっと知識として仕入れた

楽しみを，敷桁(ふえん)して，それを今の自

分の楽しみにしているような，そういう感じが

するんです.

私は何でも物が分かんなくなるとOED，オッ



クスフォード英語辞書に頼るんです.この間，

OEDを調べていましたら， leisureとrecreation

について，それぞれの語源が載っていたんです

私は知りませんでしたが，おもしろいことに，

レクリエーションというのは，もともと，物を

食べるという意味だったというんです 本当か

どうか分かりません.物を食べるのがレクリエー

ションだったというのは，ちょっと短絡的かも

しれませんが， 1390年にレクリエーションとい

う単語が，英語の文献の中に姿を見せたそうで

す.これがレクリエーションという言葉がでて

きた一番古いんだそうですが，それを読むと，

レクリエーションの定義は， refreshment by 

partaking a food， nourishment.つまり，食べ

物あるいは栄養のある物を摂取することによっ

て発生するというか手に入れることができるリ

フレッシュメント，ですから，新しい気持ちと

いうか，そういう意味なんです.つまりレクリ

エーションが食べるということと関係があると

いうことになれば，日本人が春に桜の花の下に

ゴザを敷いてそこで物を食べたり，あるいは月

夜を見ながら団子を食べたり，あるいは温泉に

行って宴会をやったりするっていうのは，これ

はまさにレクリエーションの原型に近いわけで

す 日本人はそういう意味では，生まれながら

にしてレクリエーション民族であったというこ

とが言えなくもないんではないかなあと思うん

です.

ところがそのレクリエーションという単語の

使われ方も，だんだん変わってきまして，身体

的な感覚を高めることという意味合いがでてく

るんです.つまり，最初はその空きっ腹を満た

すのがレクリエーションだったんだけど，その

うちに衣食足りて礼節を知るんでしょうか，身

体的な快楽を得ることがレクリエーションであ

るということになる.その一時期ですけど，性

的な意味が含まれていたらしいんです.そうい

う時期があって，その後， comfort or consola 

tion of the mind，要するに心の満足，それか

ら心の充足，それがレクリエーションの意味に

なる.つまり最初は，物を食べることがレクリ

エーションであったものが，その次は身体的な

快楽になって，それから最終的には精神的な快
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楽になったという言葉の進化が分かったんです.

それからしますと，私は日本人は先天的にレク

リエーション民族だということは言ったのです

が，しかし，本当に第 2段階の肉体的な快楽，

それから第 3段階の精神的な快楽までを含めて

レクリエーションを満喫している民族かという

と，必ずしもそうじゃないんじゃないかと思う

のですまだ第 1段階からかなりでられないと

ころにいるんじゃないかなと気が致します.何

となく面白いんです.

それからもう一つレジャーについても調べま

した.leisureという単語の方がrecreationという

単語よりも，英語の単語としては古いんだそう

です.最初にでてきたのは， 1303年というふう

に書いてありました.これはどういう意味で使

われたかというと， freedom or opportunity to 

do som巴thingspecified or implied.などです.

自由という概念が基本になっているんです.自

由あるいはそういう機会，何か自分がしたいこ

とをする，そういう自由.あるいは何か自分が

したいことができる.そういう余裕.それがレ

ジャーだと.

そうしますと，日本の場合レジャーという言

葉が日常化するのは，かなり後になった 1960年

代か70年代ぐらいだと思うんですが，そのぐら

いになった理由も分らないわけではないんです.

日本人はやっぱりあくせく働くことが第ーであっ

て自分が好きなことをしたい，する自由とか，

自分が好きなことをする時間というのを，なか

なか手に入れることができなかった.そういう

時期が第二次世界大戦後長かったものですから，

あるいは第二次世界大戦前は，大正デモクラシー

の一時期を除いては，ほぼ明治以降はなかった

でしょうから，レジャーというのはレクリエー

ションに比べて概念が遅くでできて日本人にま

だそんなに理解されていないというのが何とな

く分かるような気も致します.

ただ，そんなことを考えなかった環境の中で，

かれこれ60数年を送ってきたわけですが，今に

なって考えてみると，やっぱりその時代時代に

よって，それぞれの人間にとってレクリエーショ

ンが意味するものも違うし，あるいはレジャー

が意味するものも違う.俗に「歌は世につれ，
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世は歌につれ」というふうに申しますけれども，

それと同じように，レクリエーションもレジャー

も，世につれる部分というのがずいぶん大きい

んじゃないかなあという気がしてなりません

それが一つなんです.

それからもう一つは，レジャーもレクリエー

ションも，世につれの部分と同時に，その人，

人それぞれにつれる部分というのが，やっぱり

大きいんじゃな L、かと思うんです.今の私が自

動車修理工のように，自動車の下に潜って油ま

みれになって，部品を外したり取り替えたりす

ることができるかっていうと，それはたぶんも

う肉体的に不可能だろうと思います.すぐ腰が

痛くなってしまったり，あるいは部品を.取り

扱い説明書を読もうと思っても，一番最初に探

すのが眼鏡であったり，その眼鏡がでてこなかっ

たりというようなことがごく当たり前のように

なって参りましたから そうするとその人の，

人生の段階において，その人聞がレジャーと考

えるもの，あるいはその人聞がレクリエーショ

ンと考えるものがやっぱり違っているのが当然

だし，違わなければいけないんだろうなあとい

うふうに，私は思うようになりました.ですか

らそういう意味で言いますと，今から 50年前の

レジャーの主流が何であったか，今から 30年前

のレジャーの主流が何であったか，それから今

の時代のレジャーの主流が何であるかっていう

ことを比較して見るのも，世の中のその移り変

わりを読むうえで，大変，有意義なことかなあ

というような感じがしないわけでもありません.

そして，恥ずかしながら自分が今何に楽しみ

あるいは余暇を見出しているかというと，一つ

は，先ほどちょっと申し上げたように料理なん

です.やっぱり，食う寝る遊ぶの「食う」がやっ

ぱり一番最初に来るんでしょう.ですから私は，

「あなたのレジャーは何ですか」と言ったら，

「それは料理ですJ と， Iあなたはレクリエー

ションを何によって，あなた自身の精神ならび

に肉体の疲労回復です，作り出していますかJ

と言われたら，私は，迷うことなく 「皿洗いで

す.JIじゃがいもの皮むきです .J というふう

に申し上げます.それが私にとって，レジャー

でもあり実はレクリエーションでもあるんです

60 

で，その次は何かというと，やっぱりこのサ

ザエさんの漫画の世界に戻ってしまうんです.

釣りとか花見とかつてところに行きませんが，

やっぱり囲碁，将棋が昔に比べて面白くなって

きた.それは，身体を動かさなくてすむといい

ますか，身体をほんのちょっとだけ動かせばい

いんで，後は頭を動かせばいいわけで，年は取っ

ても，頭を動かすことにはそんなに苦痛は感じ

ない.ただ身体を動かすことには苦痛を感じる

わけですから，そういうそのレジャーあるいは

レクリエーションというのは，やはり今の私に

とっては，ひょっとしたら最適なレジャーであ

りレクリエーションであるかもしれないという

ふうに思うんです.ょうするにTPOの考え方で

す これを持てば，それでいいんだろうなあと

いうふうに思うんです.

ただ，こういうふうに申し上げて来ても，た

だ一つだけ私が決定的に，大体60年と申しませ

んが50年くらいの日分の人生の中で確実に変わっ

たものがあるんです.それは，やっぱりものの

考え方なんでしょう.子供のころ，それから大

学に入る直前ぐらいまでは，やはり費沢は敵だ

という考え方が自分の精神の中にあったような

気がするんです.鷲沢は敵だけれども，ご存じ

のように「月月火水木金金」と同じころに，当

時の日本政府が打ちだしたスローガンです.そ

れに， I賛沢は敵だ」というポスターがありま

すと，その， I敵」の上に，こうちょっとカギを

入れて素を書きまして， I賀沢は素敵だj って

いうふうにして，それで欝憤を晴らした日本人

がいたようですが， I費沢は敵だ」とか，ある

いは「パーマネントはやめましょう」とか，き

わめて真面目と言いますか，ある意味ではスト

イックなのかもしれませんが，そういう精神構

造だった自分が，今はそうではなくて，やっぱ

り人間というのは，精神の自由，肉体の自由を

確保する必要があるし，精神の自由，肉体の自

由を増進するためには一体何をしなければいけ

ないか.そういうものがマイナスのものじゃな

くて，そういうものが人間にとって必要不可欠

なプラスのものであるという，そういう考え方

に変わっているということに気がつくんです.

ただその聞に何回か行ったり来たりがありま



して， 124時間働けますかJ.24時間働かなけれ

ばいけないなあと考えた時もあったし，そうで

なくて「日本を休もう」と考えた時もありまし

た.いろいろなブレはあったんですが，そうい

うブレを経て，そして今の日本に到達した そ

してその原点が一体どこにあるのかなあという

と，ひょっとすると三隅先生，高橋先生，高橋

和敏先生に私は教わったんです.それから私は

さっきまでトマト先生ってあだ名しか思い出せ

なかったんですが，野沢先生とか， ICUでレク

リエーション，学問としてではなくて，という

か学問として私は全く解らなかったから，実技

を通してなんでしょうけれども，教えて下さっ

た先生方に，お礼を申し上げなければいけない

んじゃないかなというふうに思っております.

そういう意味では，たまたまだったのか運命的

だったのか分かりませんが，この学校で 4年聞

を送ることができたことが，今日の自分につな

がったというふうに強く認識をさせられており

ます.

若干私早口で話をしてしまいましたものです

から，ここに用意してきた項目をほとんど全部

話をしてしまいました一番最後に，私はこう

いうことを書いたんです.なぜか，誰か六歌仙

か誰かの歌の狂歌の文句なんです. 1日はかす

み，足はよろめき，手は震え，耳聞こえねど死

にたくはなし」と書いてあります これは，私

のもうずっと前に亡くなった祖父がよく口にし

ていた言葉なんです. 1目はかすみ，足はよろ

めき，手は震え，耳聞こえねど死にたくはなしJ

これはやはり，レジャーとレクリエーションと

いうものが無かったら，もう死んでもいいやと

いうふうに多分思うんでしょう でも，レジャー

とレクリエーションが人間の支えになって，仮

平野:第35回学会大会基調講演

に目はかすんで，これを出さなきゃ物が見えな

くなったり，あるいは足がよろめいたり手が震

えたりして，こうやって伺回聞いても分かんな

くなったりしても，それでもやっぱり人間とい

うのは生きてる限り楽しみがある.生きている

だけでいい.自分の精神と肉体をリフレッシュ

して，そして更にそれを豊かなものにする.そ

ういうその機会があるんだし，そういう努力を

すれば，その努力が報われるんだということを，

教えてくれるのがレジャー学であり，レクリエー

ション学ではないだろうかと思っているんです.

そういう意味で私は，今日ここにお招きを受

けて皆様方に若干半分以上漫談でございました

が，こういう話をさせていただく機会が持てた

ことを大変嬉しく思っていますただ皆様方か

らすれば，あんな漫談をするような人間はもう

一回だけでいいから，後数卜年は呼ばないでお

こうっていうことになるかもしれません.若干

参考になりましたら，私も大変嬉しく思います.

私は視聴率の世界でずうっと生きて来たもんで

すから，こういうところに来て何が怖いかって

いうと，こっくりこっくりなさる方が出て下さ

ると困るんです.そういう方が出ますと，私は

いつもこういうふうに言うんです. 1私は人材

育成の話が得意なんです.今日も人材育成しま

した.Jそれは，私の話はつまらない，だからお

客さまがこっくりこっくりする.と，寝る子は

育って人材が育成されるってことなんですが.

今日は，そういう意味での人材育成には，全く

貢献できなかったのではないかというふうに思っ

ています.どうも我慢比べのようになって申し

訳ございませんでした.ありがとうございまし
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